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部 門 市況の概要 
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果 実； 

  

 ３月期の野菜の入荷状況は，葉菜類，果菜類の多くの品目で，

気温の上昇により作柄順調であったことから，入荷増となった。

根菜類では，長ダイコンが生産面積の拡大により入荷増，西洋ニ

ンジンでは，品質の低下及び低温による入荷の遅れから入荷減，

土物類では，バレイショが品質の低下がみられたことから入荷減，

タマネギでは，天候に恵まれ作柄良好であったことから入荷増と

なった。野菜全体の入荷量は前年同期を８％上回った。 

 価格は，根菜類では，品質の低下がみられたことから単価安，

葉菜類，果菜類の多くの品目で，入荷増により単価安，土物類で

は，バレイショが品質の低下により単価安，タマネギで入荷増に

より単価安となった。野菜全体では前年同期を２７％下回った。 

 品目別には，長ダイコン，ハクサイ，ホウレンソウ，レタス，

キュウリ，ナス，ピーマン，タマネギが入荷増の単価安，キャベ

ツ，トマトが入荷前年並みの単価安，西洋ニンジン，バレイショ

が入荷減の単価安となった。 

 

 根菜類は，入荷が１３％増加し，価格は３８％安となった。 

 葉菜類は，入荷が１０％増加し，価格は３３％安となった。 

 果菜類は，入荷が１５％増加し，価格は２４％安となった。 

 土物類は，入荷が前年並み，価格は２４％安となった。 

 

 

３月期の果実の入荷状況は，柑橘類では，多くの品目で品質の

低下がみられたことから入荷減，リンゴ類では，産地での流通在

庫が多い状況から入荷増，イチゴ類では，作柄順調により入荷前

年並み，メロン類では，加温用重油の高騰による作付面積の減少

から入荷減となった。果実全体の入荷量は前年同期を７％上回っ

た。 

価格は，柑橘類では，多くの品目で品質の低下により単価安，

リンゴ類では，ふじリンゴで入荷増により単価安，イチゴ類では

多品目との競合により単価安，メロン類では需要の低迷により単

価安となった。果実全体では，前年同期を１６％下回った。 

 品目別には，イヨカン，ふじリンゴが入荷増の単価安，ミカン，

イチゴが入荷前年並みの単価安，不知火が入荷減の単価前年並み，

八朔，アールスメロンが入荷減の単価安となった。 

 

 柑橘類は，入荷が６％減少し，価格は１７％安となった。 

 リンゴ類は，入荷が３８％増加し，価格は３４％安となった。 

 イチゴ類は，入荷が前年並み，価格は９％安となった。 

 メロン類は，入荷が６％減少し，価格は１１％安となった 

 

 
 



主要品目（野菜） 市況の概況 

【根菜類】 

長ダイコン 

 

 

 

 

 

 

西洋ニンジン 

 

 

 

 

 

 

【葉菜類】 

ハクサイ 

 

 

 

 

 

キャベツ 

 

 

 

 

 

 

 

ホウレンソウ 

 

 

 

 

 

 

レタス 

 

 

 

 

 

 

  

長崎県を中心に，徳島県，鹿児島県，滋賀県，神奈川県からの

入荷。 

多くの産地で，生産面積を拡大したことから，入荷量は，前年

同期を３１％上回った。 

価格は，品質の低下がみられたこと，また，需要の低迷により，

前年同期を５０％下回った。 

 

鹿児島県を中心に，愛知県，徳島県，長崎県，中国からの入荷。 

主力の鹿児島県産で，高温により品質の低下がみられたこと，

また，徳島県産で低温により入荷が遅れたことから，全体の入荷

量は，前年同期を１１％下回った。 

価格は，品質の低下がみられたことから，前年同期を１４％下

回った。 

 

 

長崎県を中心に，兵庫県，鹿児島県，滋賀県，岡山県からの入荷。 

 各産地とも，気温の上昇により春物の出荷量が増えたこと，ま

た，秋冬物の残量が多かったことから，入荷量は，前年同期を

１２％上回った。 

 価格は，入荷増により，前年同期を５５％下回った。 

 

愛知県を中心に，兵庫県，鹿児島県，大阪府，滋賀県からの入

荷。 

多くの産地で，気温の上昇により春物を中心に出荷量が増加し

たものの，滋賀県産で高温による品質低下がみられたことから，

全体の入荷量は，前年同期並みとなった。 

価格は，品質の低下がみられたことから，前年同期を２６％下

回った。 

 

 京都府を中心に，徳島県，福岡県，滋賀県，茨城県からの入荷。 

 主力の京都府産で，前月の生育遅れ分の入荷が本月にずれ込ん

だこと，また，前年の入荷が少なかったことから，全体の入荷量

は，前年同期を１３％上回った。 

 価格は，入荷増であったこと，また，品質の低下がみられたこ

とから，前年同期を２３％下回った。 

 

兵庫県を中心に，徳島県，長崎県，岡山県，茨城県からの入荷。 

各産地とも，気温の上昇により出荷量が増えたこと，また，前

年の入荷が少なかったことから，入荷量は，前年同期を４４％上

回った。 

価格は，入荷増であったこと，また，前年が単価高であったこと

から，前年同期を４７％下回った。 

 



 

【果菜類】 

キュウリ 

 

 

 

 

ナス 

 

 

 

 

トマト 

 

 

 

 

 

 

ピーマン 

 

 

 

【土物類】 

バレイショ 

（メーク含む） 

 

 

 

 

タマネギ 

 

 

 

【その他野菜】 

生シイタケ 

 

 

 

 

 

 

  

 宮崎県を中心に，高知県，滋賀県，徳島県，佐賀県からの入荷。 

 各産地とも，好天に恵まれ作柄良好であったことから，入荷量

は，前年同期を３０％上回った。 価格は，入荷増であったこと，

また，需要の低迷により，前年同期を４５％下回った。 

 

高知県を中心に，岡山県からの入荷。 

各産地とも，好天に恵まれ作柄良好であったことから，全体の

入荷量は，前年同期を２２％上回った。 

 価格は，入荷増により，前年同期を２２％下回った。 

 

 熊本県を中心に，福岡県，三重県，佐賀県，岐阜県からの入荷。 

 主力の熊本県産で小玉傾向であったものの，多くの産地で，好

天に恵まれ作柄良好であったことから，全体の入荷量は，前年同

期並みとなった 

 価格は，前年が単価高であったことから，前年同期を１６％下

回った。 

 

 宮崎県を中心に，高知県，鹿児島県，茨城県からの入荷。 

各産地とも，好天に恵まれ作柄良好であったことから，入荷量

は，前年同期を３３％上回った。 
 価格は，入荷増により，前年同期を３１％下回った。 

 

北海道を中心に，鹿児島県，長崎県からの入荷。 

主力の北海道産で，品質の低下がみられたことから全体の入荷

量は，前年同期を９％下回った。 

 価格は，品質の低下がみられたことから，前年同期を４４％下

回った。 

 

 北海道を中心に，長崎県，静岡県，兵庫県，中国からの入荷。 

多くの産地で，好天に恵まれ作柄良好であったことから，全体

の入荷量は，前年同期を５％上回った。 

価格は，入荷増により，前年同期を４％下回った。 

 

 北海道を中心に，徳島県，広島県，和歌山県，岡山県からの入

荷。 

 主力の広島県産で，入荷が減少しているものの，北海道産で入

荷が増加したことから，全体の入荷量は，前年同期を２０％上回

った。 

 価格は，入荷増により，前年同期を１６％下回った。 

 

 

 

 
 



主要品目（果実） 市況の概況 

 

ミカン 

 

 

 

 

 

 

イヨカン 

 

 

 

 

 

八朔 

 

 

 

 

 

不知火 

 

 

 

 

 

 

ふじ 

（サン含む） 

 

 

 

イチゴ 

 

 

 

 

アールス 

 

 

 

 

 和歌山県を中心に，福岡県，徳島県，香川県からの入荷。 

 主力の和歌山県産で，高温により品質の低下がみられたもの

の，前年の入荷が少なかったことから，全体の入荷量は，前年同

期並みとなった。 

 価格は，品質の低下がみられたことから，前年同期を２５％下

回った。 

 

 愛媛県を中心に，和歌山県，広島県からの入荷。 

 多くの産地で，小玉傾向であったものの，前年入荷量が少なか

ったことから，入荷量は，前年同期を３２％上回った。 

 価格は，品質の低下がみられたことから，前年同期を１７％下

回った。 

 

 和歌山県を中心に，広島県，徳島県からの入荷。 

 多くの産地で，品質の低下がみられたことから，入荷量は前年

同期を３５％下回った。 

 価格は，品質の低下がみられたことから，前年同期を２０％下

回った。 

 

 愛媛県を中心に，和歌山県，佐賀県，香川県，福岡県からの入

荷。 

 多くの産地で，品質の低下がみられたことから，入荷量は前年

同期を２６％下回った。 

 価格は，入荷減であったものの，品質の低下がみられたことか

ら，前年同期並みとなった。 

 

 青森県からの入荷。 

 不作であった前年に比べ，産地での流通在庫が多い状況となっ

ているため，全体の入荷量は，前年同期を５９％上回った。 

 価格は，入荷増により，前年同期を３５％下回った。 

 

 福岡県を中心に，熊本県，大分県，佐賀県，長崎県からの入荷。 

 各産地とも，気温の上昇により作柄順調であったことから，入

荷量は，前年同期並みとなった。 

 価格は，他品目との競合により，前年同期を９％下回った。 

 

 静岡県を中心に，高知県からの入荷。 

各産地とも，加温用重油の高騰から作付面積を減少させている

ことから，入荷量は，前年同期を１６％下回った。 

 価格は，需要の低迷により，前年同期を６％下回った。 

 

 

 



 


